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2008 年 1 月 1 日から 2013 年 9 月 30 日までの 2101 日間の連続した原発性自然気胸患 
者 290 人、345 側の気胸を対象とした｡発症日、発症地点の明確な患者のみを対象とした。 





札幌管区気象台の 1 時間毎の平均大気圧を 2101 日（50424 時間）抽出した。1 時間毎の 
大気圧差を計算し 24，48，72，96 時間までの各期間における最大上昇、最大下降・最大 
気圧変動を抽出。345 症例の原発性自然気胸の発症日 301 日を気胸発症のある日とし、残 










限定地域の 1 時間毎の大気圧データを基に、気胸発症と気圧の関係を明らかにした初めて 
の報告である。過去の報告のほとんどは、1 日の平均気圧を用いた検討である。1 時間毎 
の気圧変化量を用いることでより気圧変化と気胸の発症の因果関係を詳細に調べること 
ができた。気圧の下降が 96 時間で-18hpa 以上低下したときに気胸発症が増加した。また 
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気圧の上昇が 72 時間で 15hpa 以上の増加で明らかに気胸発症が増加した。気圧の上昇、 
下降ともに気胸発症に影響を与えることが示された。期間内の上昇と下降を足した変動値 
を最大変動と定義すると、48 時間で 15hpa 以上の変動で有意に気胸発症が増加し、96 時 














 全調査期間で札幌における 2 日間の日平均気圧の差は 23.0～-28.7hpa であるが､時間 
気圧で 48 時間の差をみると 46.1～-55.5hpa とその差は倍近くあった。日平均気圧を用 
いた場合、短時間の大きな気圧変化を捉えることができないことが予想される。日平均気 
圧値を用いて、気胸発症との関連の検討を行ったが、気胸発症日と非発症日の違いを示す 
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論文題名 
Relationship between onset of spontaneous pneumothorax and weather 
conditions 
（気象条件と気胸発症の関係） 
結果の要旨 
実臨床で気胸発症は一定でなく、天気の悪化とともに増加するとの報告がなされている。
本論文は、限定地域の 1 時間毎の大気圧データを基に、気胸発症と気圧の関係を明らかに
した初めての報告である。最大上昇、最大下降、最大変動を定義し、ROC曲線からカット
オフ値を抽出、単変量ロジスティック回帰分析を行った。その結果、気圧の上昇幅、下降
幅、変動幅いずれも気胸発症に影響を与えることが示された。日平均気圧では、示されな
かった気胸発症と気圧変動の関係が時間気圧を用いることでより明確に示された。特に気
圧の最大変動が気胸発症と関係することが示された。気圧以外の気象条件では、風速、雷
を含め、いずれも気胸発症との関係は認められなかった。気胸は突然発症するものだが、
気胸発症には一定以上の気圧変化と、ある程度の期間が必要であることを明らかにした。
肺胞道のチェックバルブあるいはブラ壁の阻血などの気胸発症の機序を考えるとこの結果
は妥当なものと考える。以上より、本研究は医学博士授与に値する研究であるとの評価を
審査委員全員から頂いた。 
 
